
inJapanesemonkeys.In;ParsDistalis

ofthePituitaryGland･･-･Structure,

FunctionandRegulation.Eds.byF.

YoshimuraandA.Gorbman,EIsevier,
Amsterdam;pp.379･382.

報告 .その他

1) 日片文夫 (1986):Anoxiaによる血管の

反応と内皮細胞｡Coronary8(8):338-339.

2)林 基治 ･大島 清 く1986):サル胎生期発

達と神経ペプチド脳内分布の変化｡昭和60年

度厚生省心身障害研究報告雷,弘一61.

学会発表

1) 目片文夫 (1986):モルモット大動脈平滑筋

の単一カリウム電流｡第57回日本動物学会｡

2)目片文夫 (1986):モルモット大動脈平滑筋

の単一K+fZ;流に及ぼすCa2+の影軌 第8回

日本動物生理学会｡

8)林 基治 ･大島 措く1987):サル大脳皮質

機能部位円GAD,ChAT 活性の分布と個体

発生｡第64回日本生理学会,千葉｡

4)渡辺栄治 ･林 基治 ･松村道一 ･藤田 忍(

1986):大脳皮質と運動系のニューロンの表

面構造を決めろモノクロナール抗体｡第10回

神経科学学術集会,大阪｡

5)野崎月澄 ･大島 清 ･森 裕司(1986):ニ

ホンザルの季節繁殖 リズムに及ぼす光環境及

びメラトニン皮下移鰭の効果｡第 2回日本詔

長琉学会大会,名古屋｡

6)野崎晃澄 ･大島 清 ･森 裕司(1986):ニ

ホンザルの季節繁殖 リズムに及ぼす日長操作

及びメラトニン投与の効果｡第57回日本動物

学会大会,福岡｡

7)Nozaki,M･,Oshima,K.,Mori,Y.(1986):

EffcctsofartificialmanipulationoLpho-

topcriodandimplantationofnelatonin

onannualrcproductiverhythminthe

fcmaleJapanesemonkey.ZoologiCalSci"
3;1087.

8)Nozaki,M･,Oshima,K.,Mori,Y.(1986)

;Effectsofartificialmanipulationof

photoperiodandimplantationofmelato･

ninonreproductivefunctionsintilefe.

maleJapanesemo止ey･Proceedingsof

thelOthannual meetingoftheJapan

SocietyforComparativeEndocrinology.

pp.59.

生化学研究部門

竹中 修 ･景山 節 ･中村 伸 ･石田貴文 ･

浅岡一雄D

研究柾要

1)スラウェシマカクの起源と進化

竹中 修 ･下元美佳2)

インドネシア国スラウェシ(セレベス)島のマ

カカ屈サルの起源と進化を明らかにすることを目

的とし,1986年7-8月現地調査を行った｡この

調査は多くの研究分野からの総合調査として企画

したものであるが,その一環としてヘモグロビン

の構造比較を試みた｡同島の7種のサルの代表的

な分子型を決定し,そのβ鎖の構造解析は終了し

たのに続きα鎖の構造を決定している｡

2)霊長類.)ンパ球抗原に対するモノクローナ

ル抗体の作製

村山裕-0･竹中 修

こホンザルのT)ンパ球に対するモノクローナル

抗体を作製しその特異性を調べた｡今回新たに,

単球 ･マクロファージを認識するUM-1,ニホン

ザル汎T細胞抗原 (CD3)を認識するU-4,T

サブセットを認識するU-6などのモノクローナ

ル抗体を得た｡またSTLV顧性,HGPRT欠択ニ

ホンザル細胞株との混合培養により各種詔長類由

来のリンパ芽球様細胞株を樹立した｡そのうちカ

ニクイザル由来の細胞株はU-5陽性でK562に

対してNK活性を示すことを明らかにした｡

3) カニクイザル ･αグロビン退伝子の構造の

竹中晃ヂ .竹中 修

カニクイザル ･ヘモグロビンのaグロビン冶伝

子の構造をサザンブロッティング法により検討し

た｡その結果,aグロビン退伝子は重役あるいは

三重複しており,個体によって重複のホモ(6/9),

塁複と三重複のヘテロ(2/9),三塁複のホモ

(1/9)が存続することが明らかとなった｡さら

1)教務職員, 2)技術補佐員, 8)大学院生

4)植田信太郎 (東大 ･理 )との共同研究｡

5)研修員

-24-



にタンパク矧 こ読み取られない領域における点突

然変異も兄いだされた｡

4)ペプシノーゲンとペプシンの捕近 ･機能 ･

進化

宕壬山 節

ニホンザルの胎児から幼児期を中心に,各発適

過程における胃粘膜ペプシノーゲンアイソザイム

の究現状憩を調べた｡発達初期は成体と明らかに

異なるアイソザイム組成を示し,母乳成分消化と

の相関を検討した｡

5)脳内フォスファクーゼの性状と機能

景山 節

3種のフォスフ7ターゼの精製条件の検討を進

めている｡

6)盟長類の生体防御系

中村 伸

詔長類の止血 ･免疫脚 荷等を明らかにすろ目的

で以下の研究を進めている｡

(i)単球/マクロファージ系細胞におけるtissue

factorの生成授序,分子性状及び授能に関する研

究｡

川エンドトキシン投与ニホンザルの発熱応答,

白血球変動ならびに血液凝固系動態に関する研宍戸･7)

CiD多形核白血球 (好中球 )のスーパオキサイド

(0-2)産生系に関する研究.0
7)霊長類の細胞とウイルスに関する研究9)

石田祭文

(I)霊長規T細胞指向性レトロウイルスの由来と･

伝柘を疫学的 ･分子生物学的に解析している｡

(iI)霊長頬とヘルペスウイルス群の相互関係を分

布と感受性の面から解析している｡

61秒各種霊長揖細胞の株化によろ ｢霊長類細胞バ

ンク｣の設立｡

M培養神経細胞の分化と動態の解析

8)薬物代謝酵素の種特性と機能

浅岡一雄

([)ニホンザルの各種臓器についてアシルCoA代

謝酔累 (加水分解及びアミノ酸転移群粟 )を調べ

た｡特に転移酵素に冒む肝昭を用いて聯累をffL糾

し,反応特異性を調べた｡サル酢累はウシ肝酔窮

に較べ基質特異性が茄く興味深い｡

6)川崎 - (E3根医大 ),7)平田陸正(岩手

医大.8)鈴木辛堆 く岡大 ･幽 )との共同研究,

9)多数の人との共同研死

(TI)脳内グルタチオンS一転移酵素の意義を知る

ため新生仔ラット脳の発遇に伴う酵素の消長及び

粗相分布を調べた｡小脳アストログリアの働きと

密接に閃迎していた｡

総 悦

村山裕一 (1986):白血球表面抗原からみた詔長

柿進化｡詔長類研究,2:127-186.

論 文

1)Takenakn,0.(1986):Bloodcharactcris･

ticsofthecrab-eatingmonkeys(Map

cacafascicularis)inBaliIsland,Indo･

nesia:Implicationofwaterdeficiency

in WestBali.∫.Med.Primato1.,15:

97･104.

2)Murayama,YりFuk80,T.,Noguchi,A.

andTakenah,0.(1986):Epitopeex･

pressionoLPrimatelymphocytesurLacc

antigens.J.Med.Prim8tO1.,15;2151226.

8) Hattori,M.,Kuhara,S.,Takemkn,0.

andSaknki,Y.(1986):Llfamilyof

repetitiveDNA sequenceinprlmateS

maybederivedfrom asequenceen00d･

ingareversetranscriptase･relatedpro･

tein.Nature,321:625-628.

4)Takenakn,0.,Hotta,M.,Takenakn,A.,

Kawamoto,Y.,Suryobroto,B.andBro･

toisworo,E.(1987):OriginandEvolu･

tionoftheSulawesiMacaques.1.Ele･

ctrophoreticanalysisofhemoglobins､

Primates,28:87･98.

5)Takenaka,0.,Hotta,M.,Kawamoto,Y.,

Suryobroto,BandBrotoisworo,E.(1987)

:OriginandEvolutionoftheSulawesi

Macaques.2.Completeaminoacidsequ･

encesofseven βchainsoftIlreemOle･

culartypes.Primates,28:99･109.

6)Koiwai,0.,Yokota,T.,Kageyama,T.,

Hirose,T.,Yoshida,S.,andArai,K.(19

86):Isolationandcharacteri2:ationof

bovineandmouseterminaldeoxy-

nucleotidyltransferasecDNAsexpressi･

bleinmammaliancells.NucleicAcids

Res.,14:5777･5792.
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7)Tsutsumi,H.,Sa主o,M.,Nakam ura,S.,

andKatsumata.Y.(1986):Differential

tionbetweenhuman andchimpanzeein

bloodstainsbyenzyme-linkedimmunoI

sorbentassay(ELISA)usingantihuman

serum.Z.Rechtsmed.,97:99･103.

8)Tsunogae,Y.,Tanaka,T.,Yaふane,T.,

Kikkawa,J-1.,Ashida,T.,Ishikawa,C.,

Watanabe,K.,Nakam ura,S.,andTaka-

hashi,K(1986):Structureofthetrypsin

-bindingdomainofBowman-Birktype

proteaseinhibitoranditsinteraction

with trypsin.J.Biochem.,100:16371
1646.

9)Ishida,T.,Yamanoto,K.,Shotake,T.,

Nozawa,K.,Hayam i,M.andHinuma,

Y(1986):A fieldstudyofinfection
withhuman･T-cellleukemiavirus

amongAfricanprimates.Microbiol.

Immuno1.,30:315-321.

10)Murayama,Y.,Hijikata,M.,Kojima,K.,

Naknkuki,M.,Noda,M.andKajishima,

T.(1986):Theappearanceofdiploid･

triploidanddiploid･triploid-tetraploid

mosaicindividualsinpolyploidfish,

ginbuna(Carassfusauratuslangsdorfii).

Experientia42:187･188.

研究報告 ･その他

1)Ishida,T.andHinuma,Y.(1986):The

originofJapaneseHTLV-I.Nature,
322:504.

2)石田斑文 (1986):わが国のレトロウイルス｡

氾伝,40(18):20-24.

学会発未

1)竹中 修 ･掘田夫任 ･川本 芳･バンバン ス

1)甘プロト･エディ プロトイスウォロ(1986)

:スラウェスマカクの起源と進化Ⅱ,ヘモグ

ロビンβ鎖の一次構造｡第2回日本霊長類学

会｡名古屋｡

2)竹中晃子 ･高橋健治 ･竹中 惨く1986):ヘ
モグロビンα鎖の構造から見たカニクイザル

の系統上の位置｡第2回日本霊長類学会,名

古屋｡

8)川本 芳 ･竹中 修 ｡バンバン スリョプロ

ト(1986):Sulawesimacaquesの遺伝的

分化｡第2回日本霊長類学会,名古屋｡

4)村山裕一 ･竹中 修 (1986):ニホンザルに

おけるレクチン応答能｡第2回日本霊長頬学

会,名古屋｡

5)藤田 駕 ｡服部正平 ･竹中 修 ･榊 任之 (

1986):霊長類β-グロビン遺伝子下流に存

在するEpnl(Ll)フ7ミT)-｡第2回日本雷

長頬学会,名古屋｡

6)竹中 修 ･堀田美佳 ･川本 芳 pバンバン

スリョプロト･エディ ブロトイスウォロ(

1986):ヘモグロビンの一次構造からみたイ

ンドネシアスラウェシ島のサルの起源と進化｡

第59回日本生化学会,西宮｡

7)藤田 駕 ･服部正平 ･竹中 修 ･榊 任之 (

1986).i霊長類β-グロビン逝伝子下流に存

在するKpnl(Ll)ファミリー｡第59回日本生

化学会,西宮｡

8)竹中 修 ･堀田美佳 ･庄武孝義(1986):シ

シオザル(Macacasilenus)ヘモグロビン

のアミノ酸配列｡第40回日本人頬学会,福岡｡

9)村山裕一 ･深尾 立 ･野口浮夫 ･峰沢 満 ･

竹中 修(1986):ATLA陽性,HGPRT

欠損ニホンザル細胞株との混合培丑による各

種霊長校])ンパ球細胞の樹立とその細胞表面

マーカーの解析.第16回日本免疫学会,東京｡

10)景山 節(1986):サル大脳フォスフ7タ-

ゼ｡第59回日本生化学会大会,西宮｡

ll)丹治雅夫 ･景山 節 ･高橋健治(1986):マ

グロペプシノーゲンの精製と性質｡第59回日

本生化学会大会,西宮｡

12)横田 明･馬場駿吉 ･峰沢 満 ･中村 伸(

1986):ニホンザルのスギ花粉症に関する研

究｡第36回日本アレルギー学会,岐阜｡

13)中村 伸 ･川畑俊一郎 ･鈴木幸雄 ｡原田孝之

｡森川 茂 ･岩永貞昭(1986):ヒト培韮細

胞株(RET-1)由来tissuefactorアポタ

ンパク質の精製と性質｡第59回日本生化学会,

西宮｡

14)中村 伸 ･村山裕一 ･竹中 修(1986):マ

クロファージ系細胞の tissuefactorアポタ

ンパク質｡第9回日本血栓止血学会,東京｡

15)Ishida.T.andYam amoto,K(1986):

Epstein-Barrvirus(ERV)transforms
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lymphocytesofOldWorldmonkeys.

6thSapporoCancerSeminar,Sapporo.

16)石田fl文 ･山本興太郎(1986):アジア太平

洋地域におけるHTLV-Ⅰ陽性柴田｡日本揃

学会総会,札幌｡

17)石田fI文 ･竹中 修 ･植田倍太郎 (1986):

E!長荊細胞及び迫伝子バンクの設立｡日本人

校学会,福岡｡

18)Sato,H.,Asaoka,K.,Semba,R.,Aono,

S.zmdKashiwamata,S.(1986):Increase

ofglutathioneS･transferaseandits

localizationinthehypoplasticcerebellum

ofjaundicedGum rats.17tIIFEBS

Meeting,Berlin(west),Germany.Bfol.

Chem.Hoppe･Seyler,367,303.

19)原中天枝 ･苗凹 緊 ･括子英俊 ･安藤麻子 ･

松野石徒 ･竹中 修 ･村山裕一 ･三輪宜勝 ･

辻 公夫 ･関口 進 ･入 久巳(1986):ニ

ホンザルMHC逝伝子の系統発生学的研究｡

第16回日本免疫学会,東京｡

20)羽柴克子 ･桜山のり子 ･村山裕一 ･野口浮夫

(1986):ニホンザルB細胞を認識するモノ

クローナル抗体｡第2回日本霊長類学会,名

古屋｡

系統研究部門

江原昭善 ･野上裕生 ･相見 満 ･瀬戸口烈司

研究概要

1)霊長類各分析群の比較形態学的研究

江原昭善

(() ヒトおよび霊長類の下顎骨の機能的 ･形態

学的研究｡

(il) ヒトおよび霊長類各分類群における頭蓋底

部とPostureの関連｡

2)エチオピアにおけろ化石霊長類および化石

人期の研究

江原昭苦 ･相見 柄

3) ヒトを含む詔長期の塩狩と系統

江原昭杏 ･相見 椛他

4)東海地方出土人骨 ･動物冊の研究

江原昭告 ｡相見 珊 ･木下 打

(I)伊川坪迫跡出土人骨調査

江原昭苔 ･松本 六 ･木下 Tr

(H)刈谷市出土人骨 ･配付の調丑総括

江原昭畢 ･相見 揃

5)苅梅洞田辺跡の入校学的 ･先史学的研究

江原昭苔 ･相見 珊 ･木下 Tr他

6)南アメ1)カの耶三紀の地史学的研死

野上裕生

7)詔長杵の歯の紐紙学的研究

野上裕生

8) ジャバにおけろ節四紀哨乳類の研究

相見 満

9)スマトラにおける詔長類の形態学的研究

相見 満 ･松本 其

10)第三紀食虫類･原紙 および有袋類の研究

瀬戸口烈司他

(i) 南米出土化石について

07)南釆大陸とヨーロッパ大陸出土の第三紀食

虫規化石の対比

輪 文

1)江原昭否 ･松本 真 ･木下 安 く1986):朝

日追跡出土の犬骨について｡人類学雑誌,94

(8):807-818.

2)Aimi,M.,班.S.Hardjasasmita,A.Sjarmidi

andD.Yuri(1986):Geographical dis･

tributionofaygula･groupofthegenus

Presbyh'sinSumatra.KyotoUniv.

OverseasRes.Rep.StudiesonAsian

Non･HumanPrimates,5:45-58.

3)Setoguchi,T.,1986:Relationbetween

MorphologyandFunctionoftheDenti-

tionintheStirtonia-AIcruattaLineage

(Ceboidea).In:CurrentPerspectives

inPrimateBiology(D.M.Taub& F.

A.King,Eds.),vim NostrandReinl101d

Co.,New York:201-213.

4)瀬戸口烈司(1986):ニホンザルとアカゲザ

ルの分岐時期の再考一横井の式に関連して一｡

人耕誌,94:183-188.

5)抑戸口烈司 (1986):板井の式は分子時計と

して有効か9 -中立説に関連して-｡人苅

誌,94:3191324.

6)Setoguchi,T.,Shigehara,N.Rosenberger,

A.L.& Cadena.A.(1986):Primate

Faunafrom theMioceneLaVenta,in

theTatacoaDesert,DepartmentofHuila,
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